
平成２３年６月２日 尾長小学校学校だより
６月号 第３号

平成２３年度が始まり２ヶ月が過ぎました。台風第２号によって心配していた５年生の野外活動も
無事終了し、いよいよ水泳指導も始まります。

この２ヶ月をふり返る意味で、今年度入学式での式辞の一部を掲載しました。
今年度は「あいさつ」「聴く」「いのちを大切に 自分の ひとの ものの」この三つがキーワード、

ことある毎に機会を捉えて子どもたちに指導します。各ご家庭でも入学時に戻って、子どもたちに語
っていただけると幸いです。

平成２３年４月６日平成二十三年度入学式 式辞より

式辞を述べます前に、東日本大震災のことについて思いを述べさせていただきます。かつ
て無い大地震とそれに伴う未曾有の災害のなかで、今も１万６０００人余りの行方不明者の
捜索が続いています。また、家族・故郷・財産を失い、避難地で厳しい生活を余儀なくされ
ている被災者の皆さんのことを思うと胸の痛みは消えません。

そうした中、今日こうして晴れやかな入学式ができることを、参加者全員で感謝したいと
思います。

春が来ました。新しい命の息吹を感じる今日、春
１３４名の新一年生のみなさん、入学おめでとうございます。

中略
今日は皆さんに三つ約束をしてほしいと思います。
一つめは「ありがとうございました」や「おはようございます」の言葉で、お家や尾長小

学校を一杯にしてほしいということです。
「ありがとう」の言葉はみんなを幸せにして、優しい心にします 「ありがとう」の言葉。

で尾長小学校の周りを一杯にしましょう。
また 「おはようございます」の言葉は周りを明るくします。、

「おはようご朝起きたら「おはようございます」そして、学校に来たら笑顔で大きな声で
ざいます」
「ありがとうございました」や「ありがとう」の言葉で一日に百人くらいの人と笑顔で話が
できるといいですね。

二つ目は、人の話をしっかり聴くということです。
話を聴くということは相手を大切にすることです。
一人一人を大切にするために「相手の目を見て」話を聴きましょう。
今も、１３４人の一人一人が真剣にこちらを見て話を聴いているので、話していても嬉し

くなります。話は相手の目を見て聴きましょう。
最後は「自分の命は自分で守ってください」一番怖いのは交通事故です。道を渡る時は右

と左を見て、車が止まったのを自分の目で確かめて渡りましょう。
人の心や体を傷つけることも、命を大切にしたことになりません。
今日は特別に最上級生の６年生にもメッセージを送ります。今日からみなさんは児童数７

１２名、尾長小学校の「顔」と「頭」です。１０６人、一人一人の言葉や行動で尾長小学校
。 。 。がどんな学校なのかが決まります 尾長小学校を素敵な学校にしましょう 期待しています

保護者の皆様、本日はお子様の御入学、おめでとうございます。教職員一同、心よりお祝
い申し上げます。１３４名の無限の可能性を秘めた宝物、子どもたちの入学を受け、教職員
としての使命感に改めて身の引き締まる思いです。

４月１日の入学受付でも、私の思いは話させていただきました。
「早寝 早起き 朝ご飯」 「聴くことの意味」そして、尾長小学校の校訓は「命を大切に

自分の 人の ものの」であること。



今日から、保護者、地域、学校が一体となって素敵な母校、尾長小にしていきましょう。
後略今後とも本校教育に対しましてご支援とご協力をお願いいたします。

そこで２点各学級で指導したことをお知らせします。梅雨入りです 例年よりはやい梅雨入り、

１ 傘をさしての登下校は前が見えなく、車とも接近するので大変危険です。十分気を付けま
しょう。

２ 昨年度傘の一部を壊して部品を取り出す件があり、今年度も人の傘を壊すという問題が起き
ています。人のものを壊したり傷つけたりすることは絶対に許されないことです。

「命を大切に 自分の 人の ものの」 繰り返し繰り返し指導します。


